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序

多数の文化財と優れた伝統文化の継承に幾多の労をついやし

ている歴史都市「京都」は、より活力ある豊かな近代都市建設

にむかって発展の取り組みを強めているところであり、更に平

安建都1200年の歴史的節目を8年後に迎えようとしております。

この平安建都1200年記念事業並びに21世紀の理想のまちづく

り計画は、都市の優れた伝統のうえに新しい創造を加えるもの

で、市民が一体となって取り組んでいるところです。

しかしながら、まちづくりの基幹としての「都市建設事業」

は、歴史的文化遺産の保存と継承に大きな影響を与えるもので、

本市では埋蔵文化財の保存については、市民の理解と協力を得

て行っており、また保存し難い遺跡の調査についても市民の協

力を得ているものです。

この調査概報は、昭和60年度国庫補助事業として実施した発

掘調査の概要をまとめたものであり、本書が埋蔵文化財の研究

に、また有用な資料としてご活用いただければ幸いです。

本調査の実施にあたり調査を受託された財団法人京都市埋蔵

文化財研究所、及び御指導いただいた関係各位、並びに市民の

みなさまに心から感謝の意を表します。

昭和61年3月

京都市文化観光局
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本書は、京都市文化観光局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所に依託した、文化庁

国庫補助による昭和59．60年度の醍醐古墳群発掘調査概要である。

調査地の所在は、京都市伏見区醍醐内ヶ井戸町地内である。

発掘調査の担当者と調査参加者は以下の通りである。

調査員木下保明・丸川義広・牛嶋茂（写真）

補助員東洋一・卜田健司・夏原三郎・能芝勉・藤野彦之・牟田嘉孝・山田米蔵

本書の作成は木下が行い、写真撮影は牛嶋が担当した。

本書に使用した方位・座標は、新平面直角座標系Ⅵによる。

標高はT.P.(東京湾平均海面高度）を用いた。

本書に使用した地図は、京都市都市計画局発行の2500分の1の地図（勧修寺・行者

ヶ森）と3万分の1の地図を調整使用した。
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章第1 調査経過

1調査に至る経緯

醍醐耳塚古墳(1号墳）を中心に営まれた醍醐古墳群は周辺の開発に伴い、古墳群の一

部が埋められたりして、十分な記録が採られないまま破壊されてしまうのではないかと危

具された。そのため今回国庫補助事業として発掘調査を実施することになった。調査は昭

和59年度・60年度の二年度にわたって行った。
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図1調査地位置図（1：30000）
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2調査地の位置と環境

醍醐古墳群は、北が広く南がすぼまった逆三角形を呈する山科盆地の南端で山城盆地へ

とつながる地点に、醍醐山地の高塚山西麓から突き出した舌状の台地の南東の斜面に営ま

れている。したがって、古墳群からの眺望も山科盆地よりも小栗栖・六地蔵方面にひらけ

ている。また好天の日には葛城・生駒山脈を遠望することができる。

山科盆地における古墳時代後期の古墳（群）として、盆地北西部の東山丘陵上に営まれ

た旭山古墳群、盆地中央部やや南よりの中臣十三塚古墳群、そして今回調査した盆地南東

部に位置する醍醐古墳群がある。また、醍醐古墳群北方約300mには向山古墳、同方向約

500mには、大宅古墳が存在する。向山古墳は一部を残して破壊されたか、横穴式石室を

内部主体とする径約17mの円墳であった。大宅古墳は両袖の横穴式石室を内部主体とする

径約13mの円墳で、1958年の発掘調査により須恵器．金環．人′汁片などの出土品があり7

世紀前半頃の古墳と考えられた。同時代の集落跡としては中臣遺跡があるが、醍醐古墳群

から視界の拡がる小栗栖・六地蔵の地では今のところ集落跡は発見されていない。白鳳時

代の寺院である大宅廃寺が醍醐古墳群の北側に、小野廃寺が南側にある。

3調査の経過

調査の対象となった古墳は醍醐耳塚古墳と東半の5～7号墳、そしてすでに調査を終了

している2．14号墳を除く8基であったが調査を進めていく過程であらたに6基の古墳の

存在を明らかにすることができた。

調査時の古墳群は竹薮の中にあり土砂置場としても利用されていたため、まづ竹の伐採

とパワーショベルによる土砂の排除から始めた。次に表土をはがさないと検出できない遺

構の存在が考えられたために調査区全域をべタ掘りした。個別の古墳の調査は東辺のもの

より始め、最後に西端の13．20号墳付近を西拡張区として調査を終了した。古墳調査の手

順は、まづ周溝の検出と掘り下げから始め、石室内の掘り下げ、石室の平面・立面図の作

成・写真撮影、掘形と封土の状態を調べるためにトレンチの設置の順に行った。

地形測量は西拡張区を除いてすでに調査前のものはすませてあったので、調査後のもの

について実施した。また、調査地の全景写真撮影は気球を用いて行った。

－2－



第2章古墳の調査概要

1古墳群の構成

醍醐山地から突き出した舌状台地の南東斜面、東西約150m･南北約50mの範囲に20基の

古墳が営まれている。東端の14号墳、西端の13．20号墳、そして台地上の比較的平坦な部

分に築かれた1(醍醐耳塚古墳)･2号墳を除く15基の古墳が密集した形で立地している。

この15基を小支群に分けることは容易ではないが、墳丘・石室の傾き、接近の度合によっ

て5つの小支群に分けることができる。5～7号墳、3．8．9．18号墳、4･15･16号

墳、10．11．19号墳、12．17号墳の5群であり、古墳群全体では8つの小支群から成り立

つことになる。また、斜面の上段と下段に分ければ、上段には小石室のみが築かれている。

2醍醐3号墳

墳丘封土はほとんど現存せず、周溝によって墳丘の規模と形状が知られる。

形で墳丘は方形を呈している。後方の周溝は

周溝は鑓

北東から南西に走る等高線と平行につくられ、

それに直角に短い溝が両側に掘られている。

東西幅は約8.7m、南北の平坦面は約5mで東

西に長い長方形を呈する。

内部主体南方に開口する小石室を内部主

体とする。基底石は横口横積みにし、二段目

からは小口横積みと横口縦積みを併用して積

みあげていく。奥壁にはこの石室では比較的

大形の石を2個鏡石とし据え付けている。開

口部は1石にて閉塞されている。

遺物1点も出土していない。

小結通常小石室を内部主体とする古墳は、

顕著な墳丘・周溝をもたないが、本墳は前方

を除く3方に周溝を掘り、東西約8.7m･南北

約5mという大きな墓域を有しており注目さ

れる。
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図2醍醐3号墳石室実測図
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3醍醐4号墳

墳丘・内部主体削平が著しく墳丘・周溝とも検出できず。

また、内部主体も完全に破壊されており、掘形・石の抜き取り

穴などは検出できなかった。

遺物石室の破壊壌から須恵器の有蓋高杯のセットと金環が

1個検出された。

小結完全な破壊墳のため、墳丘の規模・形状、内部主体の

種類は不明である。

4醍醐8号墳

墳丘後方と両側に周溝をめぐらせた方墳である。比較的急
O10cm

な北東から南西にかけての傾きをもつ斜面に築かれているため－

に、後方を等高線に沿って溝を掘りそれにほぼ直角に短い溝を図34号墳出土土器

両側に付けることによって方形の区画を得ている。また、それ程封土を盛らなくっても急

斜面に造られているため、斜面下より墳丘を望むとかなり高く見える。

内部主体南方に開口する無袖の横穴式石室である。前方を用水路に削平されているた

め本来はもう少し長かったと思われる。石室の基底石は大きめの石を横口縦積みにし、二

段目以上は小口横積み・横口横積みを併用して4～6段積んでいる。また、斜面上部から

の土圧を受けているため東壁は直立してしまっているが、本来は持ち送り気味に内傾して

いたものと思われる。石室床面に平たい割石が全域に敷かれ、そして奥壁から約2.6mの

地点で大きめの石6個で閉塞されている。

遺物遺物は石室の前半部に集中して出土した。奥壁に近い方に杯身（3～5）・杯蓋

（6～8)、閉塞石側に台付長頸壺（12）・無頸壺（10）・長頸壺（13）．高杯(11)が出土

している。また、鉄錐が1点出土している。短頸壺（9）は墳丘東南裾部から出土してい

る。

小結石室が荒された痕跡がなく、出土遺物は完形でほとんど原位置を保っていると考

えられるが、それらの遺物がすべて石室の開口部に集中し、奥壁との間約1.4mからは出土

していない。この現象は、この空間地に死者が葬られたからだと思われる。ただし、木棺

に収められていたなら鉄釘が出土するはずであるが、1点も出土しなかったのは木棺を使

用しない葬法がとられたものと思われる。

－4－
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5醍醐9号墳

墳丘後方と両側に

周溝がめぐる方形墳で

ある。後方の溝は等高

線に沿って、両側の溝

はそれに直角に短く取

り付く。

内部主体南に開口

した狭長な無袖の横穴

式石室である。奥壁と

西壁の一部が用水路掘

削時に破壊されている。

石材が比較的よく残っ

ている部分では5～6

段を数える。基底石は

横口縦積み、西壁の開

口部の石と奥壁の鏡石

は小口縦積み、二段目

より上は横口横積みと

小口横積みを併用して

築いている。東壁は大

きさの揃った石を整然

と積んでいるが西壁は

石材の大きさも不揃い

で乱雑な積み方をして

いる。床面は奥壁部分

が削平を受けているが、

石室中央部奥壁よりの

地点に棺台として使用

されたと思われる平坦
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な石数個と、開口部近くでは閉

塞石と思われる石群が検出され

ている。

遺物石室の床面から8点、

石室内埋土から1点の計9点の

須恵器が出土している。棺台と

思われる石と東壁の間に短頸壺

（20)、石室の中央やや開口部

よりの所で2個の平瓶(21･22)

が出土している。また、閉塞石

の北側では杯身2個(16･17)

南側では杯身(19)･杯蓋が2

個(14･15)が検出され、杯身

(18)は石室内の埋土中より出

土した。

小結墳丘の傾きと石室の主

軸方向が約45.ずれている。これ

14

15

三
三二

～

ⅢＣＯ１
詞

、

図79号墳出土器

は、墳丘が狭くて急な斜面に築かれているため、狭長な石室を墳丘内に収めようとすれば

墳丘で一番長いところ、すなわち対角線上しかないからだと思われる。

6醍醐10号墳

墳丘前方を除く3方に周溝がめく、る方形墳である。東側の周溝が短いのは、墳丘の東

辺がかなり急傾斜であるから、周溝で短く尾根を切断するだけで直線的なラインを得られ

るからだと思われる。

内部主体南に開口した片袖の横穴式石室である。石室の開口部と上半石材は持ち去ら

れている。袖石は奥壁から約2.5mの所にあり、比較的小形で西側壁より約22cm突き出し

ている。奥壁は幅約70cm･高さ約80cmの石を2右小口縦積みにしている。東側壁の基底石

の奥壁と袖石に接する2石は小口縦積みに、残りの基底石と西側壁の基底石は横口縦積み

にしている。二段目より上は、横口横積み・小口横積みを併用して構築している。石室床

面には棺台として使用されたと思われる平坦な石が分布する。

ーワー
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遺物玄室奥壁部に須恵器平瓶（37）・銀環、玄室部中央で須恵器杯身（26．28）・金環、

玄門部棺台石の付近で提瓶（36）・金環が出土している。また、西壁に平行に鉄釘が3本

ほぼ間隔を等しくして直線的に出土している。羨道部の玄門よりの地点で無蓋高杯（33）

と有蓋高杯（34）が出土し、有蓋高杯は立ったままの状態で出土した。他の遺物は石室開

口部埋土中より杯身（27）・杯蓋（23．24）・高杯の蓋（25）・無蓋高杯（29）・有蓋高杯（

30～32．35)、墳丘南東裾部より須恵器の甕（38）が出土している。

小結棺台として使用されたと思われる石の分布が、玄室中央部で、幅約75cm・長さ約

2mの範囲に集中していること、その石群の西辺に沿って棺に使用されたと思われる鉄釘

が3本ほぼ直線的に出土していることなどから、石室主軸方向に木棺が1棺埋葬されたも

のと思われる。

7世紀の後半に再利用されたらしく、玄室の玄門部よりの地点と羨道部から内底面にラ

セン、体部内面に2段の放射状の暗文を持つ土師器の杯が2個出土している。

－8－



7醍醐11号墳

墳丘西．北・東の3方を溝で区切られた方形を呈す。溝は連続したものではなく北東

、北西で途切れている。西側の周溝は17号墳と、東の周溝は10号墳と共有している。

内部主体石室の石材がかなり持ち出されており、奥壁部と玄門部から羨道部にかけて

の基底石が検出されたにすぎないが、内部主体は南に開口した両袖の横穴式石室と考えら

れる。西(1ll1壁には|ﾘlらかに袖部が認められ、袖石は幅55cm、崗さ70cmの大形の石を小口縦

積みにして用いられている。東側壁では玄室部の石材は抜き取られてしまっているが、西
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側壁の袖石に対応する位置に幅70cm･高さ80cmの石が小口縦積みに用いられており、他の

基底石が横口縦積みにされていることから明らかに石材の使用法が異っておりこの石も袖

石として用いられたものと思われる。また、この石材の石室側のラインが同じ東壁の奥壁

と接した石のそれよりも約15cm内へ入っており、この数字は西側壁の袖の出と一致する。

玄室部には棺台と思われる敷石施設がある。奥壁部には比較的大形の割石を敷き、玄門
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部には小形の石を敷いている。羨道部にも石群があるが、乱雑であったり床面より高くな

っていたりして石室築造当初の施設ではないと思われる。

遺物玄室奥壁部西半の棺台のすぐ北側で須恵器杯身、蓋（39．47）・長頸壺（50）・銀

環2個が出土。玄室中央部南よりの地点で互いに外方に向けて倒れている2個の台付長頸

壺（52．53）と銀環が2個、羨道部側棺台のすぐ南で須恵器高杯（49）が出土している。

羨道部では、玄室よりの地点で須恵器杯蓋（41．43）・杯身（44）が、東側壁沿いに須恵

器杯蓋（40．42）・杯身（45）が出土している。また、羨道開口部で須恵器杯身2個と鉄

釘9本・鉄製鋤先が検出されているが、土器の型式や出土レベルが床面よりかなり高いな

どからみて古墳築造当初のものではなく、7世紀後半に再利用された時のものだと思われ

る。他に石室内埋土より須恵器器台（51）・杯身（46．48）が出土している。

小結石室内に棺台と思われる石群が何ヵ所かみられるが、石が整然とならべられて天

端のレベルが揃っているのは玄室部に限られている。土器の出土状態などを合わせて考え

ると玄室部に石室主軸方向に二棺並んで埋葬されていたと思われる。
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8醍醐12号墳

墳丘前方を除く3方に周溝がめぐる、多少不整形ではあるが、方形墳である。

内部主体石室前面が破壊を受けているが、南へ開口する無袖の横穴式石室だと思われ

る。石室の上半は削平されてしまっており残りのよい所で3段である。奥壁は幅約70cm･

高さ約55cmの大きな石をまん中にして3石を基底石として横口縦積してある。東側壁の

基底石は奥壁より4石が横口縦積み、開口部の2石が横口横積みで、西側壁は奥壁から4
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石目と6石目の基底石が横口縦積み、他の石は小口縦積みにしている。床面には棺台にな

ると思われる石が奥壁側に2石、開口部側で4石検出されている。

遺物奥壁沿いで須恵器提瓶（66）が、奥壁側棺台の西側の石付近で銀環2個が出土し

ている。開口部側棺付近では須恵器台付長頸壺（67）・高杯蓋（63）・無蓋高杯（61）・杯

身（57．59）・銀環2個が出土している。他に北側周溝内から須恵器有蓋高杯（60．62．

64）が、墳丘北西裾部から須恵器杯身（55．56．58)､墳丘南東裾部から須恵器杯身（54）‘

腺（65）が出土している。

小結比較的緩やかな斜面に築かれているため、墳丘の傾きと石室の主軸方向はほぼ平

行で両側の溝も他の古墳に比べて長い。17号墳と同一小支群を形成する。

9醍醐13号墳

墳丘前方を除く3方に周溝がめぐる方形墳である。東群の古墳と比較して両側の溝が

長く、墳丘の傾きと石室主軸方向がほぼ等しいのは、緩傾斜地に造られているためである。

封土はほとんど残っていない。

内部主体南方に開口する無袖の横穴式石室で、残存状態はきわめて良好でほぼ築造当

初の形態を保持しているものと思われる。奥壁には幅約l

＝ ，
m・高さ約60cmの大形の石を鏡石として横口縦積みで据え

付けている。東側壁の基底石7石のうち両端とまん中の3

石は小口縦積みで他は横口縦積みである。西側壁の基底石

も両端の石が小口縦積みで他の石は横口縦積みである。二

段目以上はやや持ち送り気味に、横口横積み・小口横積み

を併用して積みあげており、石室頂部は平坦になっている。

遺物原位置を保った遺物は出土しなかった。須恵器杯

身（68）は石室内の埋土から、台付長頸壺（69）は墳丘南

裾部から出土している。

小結石室力破壊をまぬがれほぼ旧状を保っているとす

一

るなら、石室頂部が平坦なのはこの面で天井が架構された 010cm
－

からだと考えられる。ただ、天井に石材を架構したとする
図1513号墳出土土器

と周溝からの比高が大きくなりすぎるので、天井材として

板材が使用された可能性もある。

－15－



10醍醐15号墳

墳丘封土・周溝は検出されなかった。ただ、石室が掘形より上へでることから、もと

は封土があった可能性が考えられる。

内部主体南方が開口した小石室である。一部石材が2段残っている個所があるがほと

んど基底石のみの残存である。西側壁の開口部と奥壁沿いの石と東側壁開口部の石が小口

縦積み、他の石は横口縦積みである。二段目の石は小口横積みを採る。

遺物石室内からは遺物は1片も出土していない。

小結この古墳では石室の床面で炭の層が検出されている。これは同時期の兵庫県宝塚

市雲雀山中古墳群、同じ山科盆地にある旭山古墳群にもみられる現象である。

1l醍醐16号墳

墳丘封土はすでに流出し、周溝も検出できなかった。

内部主体南に開口した小石室で、閉塞石を有する。基底石はほとんど横口横積みであ
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るが、東側壁と奥壁の一部で横口縦

積みが用いられる。二段目からは横

口横積みと小口横積みを併用してい

るが、東側壁が大きさの揃った石を 菫
’

用いて比較的整然と積まれているが

西側壁は石材の大きさも揃わず雑然

とし、石と石の合端も大きい。

遺物遺物は1点も出土していない。

小結16号墳の石室は小石室としては比較的大形で、

だと考えられる。

70

71
ノI
し

0 10cm

図1817号墳出土土器

無袖の横穴式石室との中間的形態

12醍醐17号墳

墳丘封土は完全に削り取られ、墳丘の前面も竹林造成時に破壊されてしまっている。

しかし、東北隅で周溝の一部が検出されており、それがl1号墳の西側周溝と合流しており

11号墳の西仙l周溝を共有した方墳だと思われる。

内部主体封土が完全に削平されているために、南方に開口した．の字形の掘形を検出

することができた。石材はほとんど抜き取られていたが、わづかに東側壁の奥壁から2石

目の基底石が原位置を保って検出された。また、石材の抜き取り穴を奥壁で3石分、東側

壁で7石分、西側壁では原位置を保った基底石を含めて5石分確認することができた。そ

れによると両側壁間は1.2～1.3mとなる。

遺物破壊墳ではあるが出土遺物の堂は比較的多い。奥壁沿いで鉄製の錐・地・刀子・

鎌・金環・銀環が各一点づつ出土している。石室中央部で金環2個・銀環・鉄製刀子が各

一点、開口部で須恵器の杯身（72．73）・高杯の蓋(71)･鉄製鑑・金環が出土している。

掘形の埋土から須恵器の杯蓋（70）が出土し、その掘形内埋土を切って造られた土壌内か

ら黒色土器Aタイプ°の椀が出土している。

小結石室がほぼ完全に破壊されていたが、基底石の抜き取り穴から石室の形状と規模

を想定することができた。東西両側壁の抜き取り穴の間が約1.2～1.3m、東側壁の抜き取

り穴が7石分約3.3mの間ほぼ一直線に並ぶことから、幅1.2～1.3m･長さ3.3m以上の無

袖の横穴式石室であったと思われる。また､石材を抜き取った後に掘形内に堆積した土層を

切った土壌から黒色土器が出土したことから、古墳の破壊はかなり早い時期だと考えられる

1句

一」ノー



13醍醐18号墳

墳丘石室の石材が掘形よりも上につき出すので本来は封土があったと考えられる。

内部主体南に開口した小石室で、床面全体に板状の割石を敷いている。石室の南側は

1石で閉塞されているが外方へたおれて傾いている。平面形は不整形で西側壁は中央が外

方へひろがるいわゆる胴張りとなっている。基底石は、奥壁は横口縦積み、東側壁は横口

横積み、西側壁は奥壁に接する石は小口縦積み他は横口縦積みにしている。二段目からは

横口横積みを用いている。

遺物遺物は1点も出土していない。

小結本古墳は醍醐古墳群中で一番小形の石室であるが、これも成人葬だと思われる。

小石室そのものが横穴式石室の系譜を引くものであるから、小児葬として考えるより自然

である。

14醍醐19号墳

墳丘封土はすでに流出している。

内部主体西壁の一部と南壁の基底石を残す小石室である。横口縦積みと小口縦積みを

用いる。

遺物石室中央部より銀環が2個出土している。

小結醍醐古墳群の他の小石室がまったく遺物を出土しないが、本古墳は破壊墳ではあ

るが銀環を2個検出した。
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in

ぃ
15醍醐20号墳

墳丘南方を除く3方に周溝がめぐる方形墳である。封土はほと

んど流出したような状態であったが、築造当初からそんなに盛土し

ていなかったとも考えられる。

74

75

Lv電”今″‐‐ノノー<一t」后へつ4し’ヨo

L－－－－－－｣Pcm

内部主体南に開口する小形の無袖の横穴式石室である。基底石図2120号墳出土土器
は小口縦積みにし、二段目からは小口横積み・横口横積みを併用しているが石と石のすき

まが大きく、土で間を充填している。また、西側壁の開口部から2石分外護列石が認めら

れた。

遺物石室開口部近くで須恵器の杯蓋（74．75）が並んで出土している。宝珠つまみを

持つ杯蓋であるが、出土時につまみはなく意識的にとりはずして杯身として使ったものと

考えられる。

小結13号墳ともに醍醐古墳群中で一番西端の小支群をつくる。
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第3章まとめ

1調査の結果

今回の調査では、醍醐古墳群20基中14基を対象として実施したため、この古墳群の全容を

ほぼ明らかにすることができた。以下に明らかになった点を述べる。

墳丘墳丘が確認できたものはすべて方形を呈する。斜面につくられているため、後方

に等高線に沿って溝を設けその両端にほぼ直角に溝を取り付けることによって方形の区画

を得ている。比較的急斜面に造られているため墳丘は両側が前後より長い長方形を呈する。

また、あまり盛土がなされていなくても斜面下より墳丘を望むと高く感じられる。

内部主体内部主体には、両袖の横穴式石室・片袖の横穴式石室・無袖の横穴式石室・

小石室があり、横穴式石室のすべての形態が存在する。しかし、小石室を除けば、いづれ

も玄室部の長さにそれ程相違はない。また、いづれの内部主体をとっても11号墳以外は単

葬墓だと考えられる。11号墳は棺台として使用された石の配置・遺物の出土状況からみて

2体が石室主軸方向に平行に合葬されていたものと思われる。

次に、墳丘の傾きと石室主軸方向にずれを生じる古墳が多く、著しいものは墳丘の対角

線上に石室がおさまるものがある。これは、比較的急傾斜の限られた面積内に石室をおさ

めなければならないからで、傾斜の緩やかな地点につくられている13.20号墳は墳丘の傾

きと石室主軸方向はほぼ平行である。

遺物古墳に副葬されているのはほとんど須恵器で他に錐・鉋・刀子などの鉄製品、金

・銀環で、一つの古墳に副葬されている量も比較的多い。須恵器の器形は豊富で蓋杯・高

杯・平瓶・提瓶・腺・器台．（台付）長頸壺・短頸壺・無頸壺などがある。しかし、これ

らの土器には時期差は認められず、7世紀の第一四半紀の時期が与えられる。

2まとめ

醍醐古墳群は方墳を主体とした古墳群で、内部主体は横穴式石室のすべての形態を採る。

築造年代は7世紀の第一四半紀である。本古墳群とよく似た古墳群に同じ山科の地にある

旭山古墳群が知られているが、本古墳の方が内部主体が大形で種類も豊富、副葬品も豊富

であったりして古い形態を残すなどの相違点も多い。今後、7世紀前半の終末期古墳群を

考察していくうえで、本古墳群は貴重な資料となるであろう。
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古墳名 墳丘

3号墳 方墳東西幅約8.7m

周溝

4号墳

8号墳 方墳東西幅約6.0m

周溝

9号墳 方墳東西幅約6.0m

周溝

10号墳 方墳東西幅約10.0m

周溝

11号墳 方墳東西幅約12.5m

周溝

12号墳 方墳東西幅約10.0m

周溝

13号墳 方墳東西幅約4.6m

周溝

15号墳

16号墳

17号墳 方墳東西幅約10.0m

周溝

18号墳

19号墳

20号墳 方墳東西幅約3.5m

表1調査古墳一覧表

主体部

小石室長1.7,,幅0.45～0.3m

N2．W

横穴式石室（無袖）敷石・閉塞石

長3.5m以上幅0.7～0.9m

N33oE

横穴式石室（無袖）棺台石

長4.9m以上幅0.8m～0.9m

N6･E

横穴式石室（片袖）棺台石

全長3.7m以上、玄室長2.47m、

幅1.3m羨道幅1.07mN13｡E

横穴式石室（両袖）棺台石

全長5.0m以上、玄室長2.5m，

幅1.5m、羨道幅1.3mN30｡E

横穴式石室（無袖）棺台石

長2.7m以上幅1.3m

N1．W

横穴式石室（無袖）

長3.75mig0.94～1.04m

N15oE

小石室

長1.1m幅0.5, N26｡W

小石室

長2.06m幅N11。W

横穴式石室（無袖）

全長3.5m以上幅1.4mN1｡E

小石室敷石

長0.94m幅0.28～0.45m

N4oE

小石室

全長0.6m以上幅0.35m以上

N38oE

横穴式石室（無袖）

長2.4m幅0.7m N1oE

－21－

出土遺物（主体部）

なし

須恵器2（有蓋高杯、同蓋）

金環1

須恵器10（杯3，杯蓋3，長頸壺

l、台付長頸壺1，無頸壺1、

無蓋高杯1）鉄雛1

須恵器8（杯3，杯蓋2、短頸壺

1、平瓶2）

須恵器10（杯3，杯蓋3，有蓋高

杯1、無蓋高杯1，提瓶1，平瓶

1）鉄釘3、金銀環3，不明鉄器

1､。

須恵器12（杯3，杯蓋5，長頸壺

1，台付長頸壺2、無蓋高杯1）

鉄釘9，鋤先1，銀環4

須恵器5（杯1，台付長頸壺1、

無蓋高杯1、高杯蓋1，提瓶1）

銀環4

須恵器3（杯2，高杯蓋1）鉄鍼

2，刀子1、鎌1，地1，金銀環

6◎

銀環2

須恵器2（杯蓋2）

備考

破壊墳

7世紀後半に再利用

7世紀後半に再利用

(鉄釘は再利用時のもの）

床面に炭層

抜き取り穴から復元



表2土器（須恵器）観察表

土器番号 出土古墳 器形 形態の特徴 手法の特徴

1 4号墳 高杯蓋 ○天井部は高く丸味を帯びる。 ○天井部へラケズリ ○

○天井部中央に中くぼみのつまみ ○天井部内面仕上げナデ。

をもつつ。 ○他は回転ナデによる調整。

2 4号墳 有蓋高杯 ○杯部立ち上りは、低く内傾する。 ○杯底部、ヘラケズリの後、回転

○杯は浅く、偏平。 ナデ

○脚は杯部からラッパ状にひろが ○脚上半部、粗いカキ目調整。

り、脚端は断面三角形を呈す。 ○他は回転ナデによる調整。

○2段2方向に透し。

3～5 8号墳 杯蓋 ○天井部と口縁部の境が不明瞭。 ○天井頂部へラケズリ

○口縁端部は短く直立し、丸味を ○他は回転ナデによる調整。

おびる。 ○5の天井部内面に同心円の叩き。

6～8 8号墳 杯身 ○器高が低くて偏平。 ○底部へラケズリ

○立ち上りは低く内傾する。 ○他は回転ナデによる調整。

○受部は狭く、端部は丸味をおび

る◎

9 8号墳 短頸壺 ○口縁部は短く直立し、端部は丸 ○底部へラケズリ。

味をおびる。 ○胴部上半、粗いカキ目調整。

○胴部は球形を呈す。 ○他は回転ナデによる調整。

10 8号墳 無 頸壺 ○最大径は胴部中央よりやや上に ○胴部下半底部、ヘラケズリの後、

なる 0 カキ目調整。

○器壁は厚く、ぼてつとしている。 ○他は回転ナデによる調整。

11 8号墳 無蓋高杯 ○杯の体部・口縁部は外上方へ ○杯内底面仕上げナデ。

のびる。 ○他は回転ナデによる調整。

○杯の体部と底部の境に一条の

沈線。

○脚部はラッパ状にひろがり、脚

端は断面三角形を呈す。

○2段2方向に透し。

12 8号墳 台付長頚壷 ○口頚部は外上方へひらき、端部 ○胴部下半へラケズリ

は若干内傾する。 ○他は回転ナデによる調整。

○胴部の肩部に2条の沈線

○胴部はほぼ球形で中央よりやや

－22－

備考

○焼成良好。

○径2～3mmの長石粒を

含む。

○灰白色を呈す。

○焼成良好。

○長石、石英粒を含む。

○淡青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径3～5mの長石粒等

の砂粒を含む。

○暗青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径2～3mの砂粒を多

く含む。

○青灰色を呈す。

○焼成良好。

○胎土精良。

◎

○底部にrH」 のへラ

記号。

○青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径1～2mmの砂粒を多

<含む。

○暗青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径1mm前後の砂粒を含

む。

○ひずみが大きく、杯部

は三角形を呈す。

○青灰色であるが、焼成

時に火を強く受けて灰

黒色を呈する部分が多

い

○焼成良好。

○径1～3mの砂粒を多

<含む。

○暗青灰色を呈す。
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上で最大径となる。

○脚部を欠くが透しは3方にあく。

13 8号墳 長頸壺 ○口頚部は外上方へひらき、端部

は若干内傾する。

○頚部中央やや上に2条の沈線。

０
０
つ
線
も
沈
を
の
部
条
底
２
な
に
担
部
平
肩
○
○

○底部はヘラケズリ。

○頸部はカキ目調鑿。

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○胎土精良。

○青灰色を呈す。

14．15 9号墳 杯蓋 ○天井部と体部の境は割と明瞭。 ○天井頂部へラ切りのまま無調整。

○天井部内面仕上げナデ。

○他は回転ナデによる調整を施し

ているが、口縁部のみ右上りの

ナデ調整を施す。

○焼成はあまりよくない。

○径2～3mmの砂粒を若

干含む。

○灰白色を呈す。

16．17．19 9号墳 杯身 ○器高が低くて偏平。

○立ち上りは低く内傾する。

○受け部は短かく外上方へのびる。

○底部はへう切りのまま無調整。

○内底面仕上げナデ。

○他は回転ナデによる調整。

○焼成不良。

○径2～3mの砂粒を含

む0

○灰白色を呈す。

18 9号墳 杯身 ○比較的底部と体部の境は明瞭。

○立ち上りは短く、断面三角形を

呈す。

○底部へラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○胎土精良。

○青灰色を呈す。

20 9号墳 短頸壺 ○頚部直立する。

○底部は平担である。

○肩部は胴部上半3分1のところ

にあり、直線的に底部へとつづ

〈

○底部へラキリのまま無調整。

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○径1～息2mの砂粒を含

む0

○青灰色を呈す。

21．22 9号墳 平瓶 ○体部上面は丸味をおび、肩部は

割と明瞭な稜をもつ。

○底部は平担である。

○22の体部上面には偏平な円形の

粘土粒が貼付される。

○体部下半、底部はヘラケズリ。

○体部上半は回転ナデの後、カキ

目調整。

○22は体部上半のカキ目調整は省

略。

○焼成良好。

○2～3mの砂粒を含む。

○青灰色を呈す。

23．24 10号墳 杯蓋 ○天井部と体部の境は割と明瞭。 ○天井部へラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○径1～3mmの砂粒を若

干含む。

○23は青灰色、24は暗青

灰色を呈す。

25 10号墳 高杯蓋 ○天井部は比較的平担で、体部と

の境は明瞭。

○天井部中央に中くぼみのつまみ

をもつ。

○天井部へラケズリの後、ツマミ

に近い部分のみカキ目調整。

○焼成良好。

○径1～2mの砂粒を含

む

○青灰色を呈す。

26～28 10号墳 杯身 ○底部と体部の境は割と明瞭。

○立ち上りは低く内傾する。

○26は底部へラケズリ、27．28は

ヘラキリのまま無調轄。

○26．27は焼成良好。

○26は胎土精良、他は径



29 10号墳 無蓋高杯

30．31 10号墳 有蓋高杯

32 10号墳 高杯・脚

33 10号墳 無蓋高杯

34 10号墳 有蓋高杯

35 10号墳 有蓋高杯

36 10号墳 提瓶

○底部と体部の境に稜がある。

○器高が低く、偏平。

○脚裾部はラッパ状にひろがり

脚端部。は、下方へつまみ出す。

○低く、外方へふんばった脚をも

ち、脚端部は短くつまみあげる。

○脚のほぼ中央に沈線がめぐる。

○杯の底部と体部の境は明瞭で、

体部・口縁部は外上方へ直線的

にのびる。

○杯底部にクシ状の施紋具で列点

文を施す。

○杯は低くて偏平。

○杯部立ち上りは低く内傾。

○脚はラッパ状にひろがり、脚端

部は上下につまみ出す。

○2段3方向に線状の透し。

○杯は低くて偏平。

○杯部立ち上りは低く内傾。

○脚は大きくひろがり、脚端部は

下へつまみ出す。

○2段3方向の透しをもつ。

○胴部の前面・背面とも丸味をお

ぴる

○外上方へ開く、体部に比して長

い口頚部がつく。
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○他は回転ナデによる調整。

○内底面仕上げナデ。

○他は回転ナデによる調整。

○底部へラケズリの後、脚との接

合部は回転ナデ。

○他は回転ナデによる調整。

○回転ナデによる調整。

○回転ナデによる調整。

○杯底部へラケズリの後、回転ナ

デ。

○他は回転ナデによる調整。

○杯底部はヘラケズリの後回転ナ
一●

ﾌー 0

○脚は端部を除いてカキ目調整。

○他は回転ナデによる調整。

○胴部背面へラケズリ ◎

○他は回転ナデによる調整。

2～3mの砂粒を含む。

○26は暗青灰色、27は青

灰色、28は灰白色。

○焼成良好。

○径1mm前後の砂粒を含

む◎

○暗青灰色を呈す。

○1／2復元

○31は焼成良好。

○径1～2mの砂粒を含

む

○青灰色を呈す｡

○1／2復元。

○焼成良好。

○径1，前後の砂粒を含

む0

○暗青灰色を呈す。

○1／3復元。

○焼成良好。

○径1～2mの砂粒を含

む

○青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径2～3mの砂粒を含

む。

○暗青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径1，前後の砂粒を含

む0

○暗青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径2～3mの砂粒を含

む◎

○前面、灰黒色、背面青
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○口頚部中央よりやや上に一条の

沈線がめぐる。

○胴部前面に5条の沈線がめぐる。

○肩の両側に環状把手が付く。

灰色を呈す。

37 10号墳 平瓶 ○体部上面は丸味をおび、体部と

の境は不明瞭。

○底部は平担。

○体部上面に把手がつく。

○底部はヘラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

０
０

好
良
良
精
成
土
焼
胎
○
○

○体部上半灰白色、他は

暗青灰色を呈す。

38 10号墳 甕 ○体部から「<」の字形に口縁部

へと屈曲する。

○口縁端部は外方へ肥厚する。

○体部格子目の叩き。

○体部内面同心円の叩き。

○口縁部格子目叩きの後、ナデ消

し◎

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○径1～2mの砂粒を含

む。

○青灰色を呈す。

39～43 11号墳 杯蓋 ○天井部と体部の境は割と明瞭。

○口縁部は若干外方へひらく。

○40．41は天井部へラ切りのまま

無調整、他の土器はヘラケズリ。

○天井部内面仕上げナデ。

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○径1～2mの砂粒を含

む◎

○39．40は灰白角、41．

42は青灰色、43は灰黒

色を呈す。

44～48 11号墳 杯身 ○器高が低く、偏平。

○立ち上りは低く内傾、46の立ち

あがりは短く直立する。

○受け部はほぼ平担。

○44～46は底部へラ切りのまま無

調整。

○47．48は底部へラケズリ。

○44．45．48は内底面は仕上げナ

一幸

フー ◎

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○径1～2mの砂粒を含

む。

○44．45は灰白色、46～

48は青灰色を呈す。

49 11号墳 無蓋高杯 ○杯底部と体部の境は明瞭な稜を

もって屈曲し、体部・口縁部は

外上方へのびる。

○脚は杯底部との接合点では細く、

外方へ開き、裾部は水平に近く

外方へのび端部は上方へつまみ

あげる。

○脚、中央に2条の沈線。

○2段2方向の透しをもつ。

○杯底部へラケズリの後、回転ナ

一●

フー 0

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○径1～2mmの砂粒を含

む。

○青灰色を呈す。

50 11号墳 長頸壺 ○肩部から体部にかけて
「く」 の

字形に屈曲し、口頸部は直線的

に外上方にのびる。

○口線部は若干内傾する。

○胴部下半はヘラケズリの後、不

定方向のナデ消し。

○口頚部と胴部中央部はカキ目調

整

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○径2～5mの砂粒を多

<含む。

○青灰色を呈す。



51 11号墳 器台 ○底部から体部・口縁部へと外弩

して外上方へのびる。

○口縁端部内側へつまみあげる。

52 11号墳 台付長頚壷 ○口頚部は直線的に外上方にのび、

上より約3分の1の地点で2条

の沈線がめぐる。

○胴部の中央部に最大径がある。

○胴部中央に2条1単位の沈線を

2単位施し、その間をへう状の

施紋具で右上りの刺突紋を施す。

○脚部は一段平担面を有して裾部

へと屈曲する。

○脚部の平担面に一条の突帯がめ

ぐる。

○脚部に2方向の透し。

53 11号墳 台付長頚壷 ○ラッパ状にひらく口頚部をもち、

上より約3分の1の地点に2条

の沈線を施す。

○胴部中央に2条1単位の沈線を

2単位施し、その間にへう状の

施紋具で右上りの刺突文を施す。

○脚は短く外方へひろがる。

54～59 12号墳 杯身 ○器高低<偏平。

○立ち上りは低く内傾する。

60．64 12号墳 有蓋高杯 ○杯は浅く偏平で、立ち上りは低

<内傾する。

○脚は杯部からラッパ状にひろが

り、脚端は断面三角形を呈する。

○脚中央部に2条の沈線。

○2段2方向に透し。

61 12号墳 無蓋高杯 ○底部から屈曲して体部・口縁部

へと外上方へのびる。

○体部中央に2条の沈線がめぐる。

－26－

○杯中央部に浅い3条の沈線をめ

ぐらせその上下に波状紋を施す。

○杯下半は格子叩きを施す。

○杯の内底面、同心円の叩きの後、

ナデ消し。

○他は回転ナデによる調整。

○胴部下半へラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

○胴部下半へラケズリ。

○胴部の底部内面に同心円の叩き。

○他は回転ナデによる調整。

○底部へラケズリ。

○55．56～58は内底面仕上げナデ。

○他は回転ナデによる調整。

○杯の体部底部へラケズリ。

○64は脚部上半カキ目調整。

○他は回転ナデによる調整。

○底部へラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○径2～3mmの砂粒を含

む◎

○青灰色を呈す。

○焼成はよい方だが、も

ろい。

○径2～3mmの砂粒を若

干含む。

○赤褐色を呈す。

○焼成良好。

○径2～5mmの砂粒を含

む。

○青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径2～3mmの砂粒を含

む0

○54．59は灰白色、他は

青灰色を呈す。

○焼成良好。

○60は径1，前後の砂粒、

64は径3～5mの砂粒

を含む。

○青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径1，前後の砂粒を含

む

○青灰色を呈す。



62 12号墳 無蓋高杯

63 12号墳 高杯蓋

65 12号墳 醒

66 12号墳 提瓶

67 12号墳 台付長頚壷

68 12号墳 杯身

69 12号墳 台付長頸壷

○杯底部と体部の境は明瞭な稜を

もって屈曲し、体部・口縁部は

外上方へのびる。

O脚は杯底部との接合点では細く、

外方へのびる。

○脚中央に2条の沈線がめぐる。

○2段2方向の透し。

○天井部は丸味をおびる。

○天井部中央に中くぼみのつまみ

をもつ。

○細い頸部をもち、口頚部は外上

方へひろがる。

○頚部と口縁部の境に稜がある。

○胴部の肩は-.条の沈線がめぐり、

その下に稜を有する。

○胴部の前面は丸味をおびるが、

背面は平択である。

○口頚部は外弩して.上方にのび、

口縁端部は内傾する。

○肩の両側に環状の把手がつく。

○口頸部は直線的に外上方にのび、

中央部やや上に2条の沈線がめ

ぐる 0

○胴部の肩部に2条の沈線。その

下に一条の沈線がめぐり、その

間にへう状の施紋具で右上りの

刺突紋を施す。

○脚部は一段平担面を有して裾部

へと屈曲する。

○脚部に2方向の透し。

O脚部中央に2条の沈線がめぐる。

○底部から屈曲して、体部・口縁

部は直線的に外上方へのびる。

○口頚部は外弩気味に外上方への

ぴ、中央部やや上に2条の沈線

がめぐる。

○胴部の肩がはり、上面はほぼ平

担になる。

－27－

○回転ナデによる調整。

○天井部へラケズリ｡

○他は回転ナデによる調整。

○胴部下半、底部へラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

○胴部背面へラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

○胴部下半へラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

○底部へラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

○胴部下半へラケズリ。

○他は回転ナデによる調整。

○焼成良好。

○1m前後の砂粒を含む。

○青灰色を呈す。

○焼成良好。

○径3～5mの砂粒を含

む

○焼成良好。

○径1mm前後の砂粒を含

む

○淡灰色を呈す。

○焼成良好。

○径1mm前後の砂粒を含

む

○暗青灰色を呈す。

○焼成はよくない。

○径1～2mmの砂粒を含

む

○灰白色を呈す。

○焼成不良。

○径l～2mmの砂粒を含

む。

○灰白色を呈す。

○焼成良好。

○胎土精良。

○赤褐色を呈する。



○脚部は中央で逆「〈」の字形に

屈曲し裾はひろがる。脚端部は

外方へ張り出す。

○脚中央部、屈曲部直下に1条の

沈線がめぐる。

70 17号墳 杯蓋 ○天井部と体部の境は割と明瞭。

71 17号墳 高杯蓋 ○天井部と体部の境は割と明瞭。

○天井部は丸味をおび、天井部巾

央に中くぼみのつまみがつく。

○天井部と体部の境に1条の沈線

がめぐる。

72．73 17号墳 杯身 ○身が割と深い。

○立ち上りは短いが、内上方への

ぴる。

74．75 20号墳 杯蓋 ○天井部と体部の境は不明瞭。

○｢1縁端部は外力へひらき、丸味

をおびる。

○かえりは口縁端部より下方へ突

出する。

○宝珠つまみをもつ器形であるが、

欠損している。

－28－

○天井頂部、ヘラ切りのまま無調

鑿｡

○他は1'1転ナデによる調繋。

○天井部へラケズリ。

○体部・口縁部カキ、調整。

○他は1I11転ナデによる調整。

○底部へラケズリ。

○内底面ｲl:l:げナデ。

○他はIIII転ナデによる調幣。

○天井部へラケズリ ◎

○天井部内而ｲI北げナデ。

○他は111転ナデによる調繋。

○焼成良好。

○長ｲiをｵ'r|:含む。

○淡青灰色を呈す。

○焼成良好。

○長ｲi・イi英粒を好|:含

む

○天井部にカサネ焼の痕

跡

○灰蝋色を呈す

○焼成良好。

○隆ｲi粒との砂粒多く含

む

○淡背灰色を呈す。

○焼成良好。

○徒1mm前後の砂粒を含

む

○青I火色を呈す。



図版



図
版
一

、【1丁一

兆l

跡

l蠅醐!}1竣脈分ｲIJIxI(l:25()())

115，380

115，390

10mロ

2西拡張iX地形測_l,tl,xI(l:250)



｛

§

、

へ

’’ ’’ ’く
１
０
－
寧
里
。

一

淫
韻
菫
純
園
（
旨
誤
ｅ

一
写
る 園

ヨ

ご
叩
騨

ご
叩
騨

乱
一
コ
一

乱
一
コ
一母

ョ爵
ョ

士
一一

一」
44

届
弛
簿

届
弛
簿

i二．

瓢《
i二．

瓢《
i二．

瓢《④④④
乱乱乱

く
０
０
－
回
ｍ
○
つ

も
一

－

も

ｕ
輔
呼

、二ミ
扇
那
届
珈 厚

靭
舞 八
○
八
○
八
○

厚
靭
舞〃
厚
卵
舞''
O霊

へへへ

后
叩
鐸

后
叩
鐸

后
叩
鐸
ロ

く
’
’
一
画
、
の
。

’

令
珈
髭

令
珈
髭

令
珈
髭
ロ

－

己
叩
鐸

己
叩
鐸

“
珈
箆

“
珈
箆

守守

一
員
墨べ

ｌ
読

一

ｰーー

－

ロ
の
四
つ

届
鞭
饒

蕊悪悪一

一
啼一↑ 慕菫ニミミ室

ｰｰ

の
靭
饒

の
靭
饒

の
靭
饒

の
靭
饒

F7
ロ ～一一_

く
ｌ
読
面
ご

－
し

く
ｌ
読
面
ご

－
し

Ⅱ■■■■■■■■■■

箆箆箆箆箆
函
叩
簿

函
叩
簿

函
叩
簿

函
叩
簿

函
叩
簿

函
叩
簿

函
叩
簿

函
叩
簿
靴

潟ﾐ乳ﾐ乳
～～ ｡

ﾝ｣）ﾝ｣）_）_）
童童
志
童童童a

豈豈豈豈豈

毛毛毛ぺ
０
１
一
興
、
、
○

一

■■■■■■■■■■

×

劃
四
劃
四 ×

’
二

×

’一

×

’
二

×
ｌ
一
読

× J×"x

!_L
×

×
’
二
回
望
。

ｌ
一
読
画
ご

Ｉ
’
一
孟
画
９

１’
’
一
一
ｍ
口
四
ｍ
ｏ

ｌ
一
一
ｍ
一
四
ｍ
ｏ

ｌ 一
つ
一
コ

雪降ll雷図



図
版
三
遺
跡

調査地遠賊（｢#iより）



図
版
四
遺
跡

l調査地速jj+(東より）

21ﾉ同拡張Ⅸ全峨（北東より）



図
版
五
逆
椛

13>)･ﾅ1'1や賊(!fi束より）

二

・ざ

先勺
毎

■〆

一~

牛●

盃戸＝げご

一
い
や
》
誰
４
Ｆ
や

蕊参＝
rｰづ

学凸つ

、

＝

ミー

窪

守～

‐1

戸

■

》
－

，
４

》

ヂ

昼 ・P三

割ロヨ ■ﾛ寺

面
面

4F

こ

い

fP－

ヘ
、

幸

宇

等

式奎

丸

T領

タ

ザ

可

か
炉
．

ロ
グ
法》 r

》
、
争
興
・

４
申
畳
一
今
一
Ｆ
■
ら
ｆ

デ
ィ
ヱ
。
ｆ

畢
伊
＃
凸

1

3．今

,雄$.野筧
島一一

P

←

芋出
弐

一

匹且

ざ

諺

や

へ
こ
■
牙
始
、
。
ｂ

．
‐
ぷ

轍雪
や

"A

争逐

I

十
J

＃

〃

4

会

■I

子

雲〆＝『

此
鷺

華

ル
ヴ

ゴ
ノ

■
″

24>;･峨全蛾(|､'1より)



図
版
六
逆

且Z￥

類
､･執L

蝿
ゆ

E

r

轄

椎
時、

、ユ

謝
Fp品0

鋤．‘-
ざ､生死

言､1，".

Ⅸ‘'ミミ

愚.・・9

謹蕊
‐
》
凸
脚
，
。
▲

零画
一

四
句
■
唯

ゞ
・
露
・
氏
》５

《
・
｝
毎

議
蕊

山
七匿

、

三

丁食･

季

毎茜・＝

¥壷､唾
ａ
ｎ
課
愛

畢
母芦二

］
凸

壷

ｰ

宙 4

、

皇

~

P

●

守

一
《

七

ヂ

ご
凸
早

ヒ
デ
血
」
吋

F胃ﾖｭ

韓爺'澱 。
伊
式

・
ｒ
ｒ

、

率．、鐸
fL

』

ゞ
四
恥
訶
、
．
｜
雲

》

8〃-噛全蛾(Iﾉqより）

由

＝。．&
凸一.

一
口

』

毛

畠曲字

、
寺
一
心

ﾔ

ざ

一

,､

､

可塑‐｡b,寺＊い
琶

心憲
里

硯 2L

蕊苧
F

裏

漁

-1,

基＝’

ｑ
一
劃
コ
ロ
ロ
「
可
匙

二
一
』

▲
■
弓
Ｄ
Ｂ
、
ご

）
ｄ
ｒ
。
安

」
壱
一
一

心

、

･"L.1
塁＝_‐'4

、

E、
ML;-‘も

〆轄、
ー-

L.

1 瓦

4

誘旦
■唾

ミヂ吋‘．
.迫り

&弔い、

韓、
ゲ

｛

負

げ
牛
丸

軸
凸
も

ゲ
ロ

タ
ロ

為

則
、

9〃･峨全賊(I+iより）２



、

二
時

Ｋ
■

『

図
版
七
遺
構

．．悪
■一、

r■

口P

Gョ■

q 一一

込溺､~

砲

・中ﾛざ

屍一

■~

吟

F f

L

､可

舗
一

匙q

・X
G

．.』1時

、

い

＝

』

『

令
ね

巳

ｂ嘘
、

国
司
ぃ
皿
竜
茸
．

■
“

、
》
で
．
口

や
」
や
一

巳
刊

亨
心

誇
、
“
ゞ

埜
伊
Ｆ
一

寺
レ
ロ
ー
』

凸

零F

司

息劉
Ⅱ

』

鐘､、
LQn

､

‐：壷､，
‘ヤ－．．

踊

舞

宜

吟

弓W
亭正

ア

ザ

白
河

。
■
』
角

山

感
口
Ｉ

』
幸
Ｌ
Ｐ

Ｌ

ｒ
．
「

Ｌ

穐
呼
》
い
心
託

凸、
函

P・‐P

辱

一

ﾛ＝

宇 一

LP

屯

C町

孔、内、

毒

翰砲¥．写．，
金・瀞、、

亀牙
トー

や謡2，

凶喝

壱、F

h

＃到・・
和一、
ツ戸

､且

吐

、

凸

石 飛〃

野・
尺

垂毛

芦卜

110"･峨全jil･(I#jより)

LI-=q｡
一空

Ｉ
」

沙！周

二
戸

竜

ご

幻
ｊ
、
』

ら

良一

▲
｜
豚
．

Ｆ

Ｂ

Ｆ
ｊ
才

ア

、

■！

可

吾
畷

可

b.&･面

4

■

『

ｊ
■

１
４
１

■
『
■

で
鹿
ｒ
Ｌ

画
凸
鈴
夛
起
空

ご
」

１
１

■

､

b’可

α・ rQ

■

】

211"･.峻全景(Ifil町より）



４

４
６

宅

『
毘

Ｐ
一
再
ヂ

ダ

、

ｒ
↑
Ｂ
更
寺
。
》
』
■
『

争
亘
」
願
、

伊
一
鐸
』
》
』
覇
毎
「
ぃ

６

ａ
訣
宇
ぞ
捧
「

鞄

聖
マ
ゴ
ー
星
●

上
ｐ

司
虹
一
ニ
タ

ヰ

則
ロ
テ

ー

亟
聖

磨
〆
．
腸
・
伊
Ｐ
．
唾
』

理
Ｆ

一
口
且
迅
賑
・
今

図
版
八

や呼

。

１
▲
’
二
脹
庶
Ｌ
Ｊ

叩
進
〃
川

や ‐

Q'3■Pb

《

垂

、

句

で

■

垂

一
碑

唖

U殉L凸

112H-ffit;jl･(Ifjより）

213H･峻粂賊(I#i西より）



銀
．
胎
令
毎
ゞ
．
■
ｐ
ｑ
Ｌ
Ｊ
目
‐
・
て
由
呼
ロ
］
一
．
ゞ
車
！
《
町
・
・
『
り

び

ユ
ｏ
抄
卜

Ｆ
ｒ
一
■
》

■

づ

１

１
１

１

ワ

も

』

津

一
１
も
竜
一
戸
『
「
夢
〉
一
画
Ｅ

》
邑
表
‐
』
・
画
ロ
ゞ
・
一
。
。
◇
、

二

句
Ｆ
ｄ
も
》
●
守

口
々
輯

Ｊ

甘
‐
到
＠

浬
Ａ
霊
妙
凡
卜
曲
芦
韮
“

Ｆ

到

り

一
《
》
字
。
■
ｐ
ｒ

凸
一
痴
安
声
‐
Ⅱ
．
〃
’
“
■
・
》
“
函
、
↓
？
》

■

も
偶
須
呵

一
一

式
昼
戸
．
『や

一
雫
一
癖
三
一
一
一

》
轟

↓
一

伊

旬

猷

宮

寺
準ご
‐
照
］

墨
竜
二

毎
鍾
ゞ
ゞ
．
．
・
ｑ
壁
．
。
馴
勾
竃
．
．
．
．
‐
ゞ
。
、
『
瘤
ｑ
、
蛤
‘
‐
妙
齢
樋
色

毎

』
・
睡
少
一
．
‐
畠
。
直
、
。
Ｂ
ゲ
．
，
号
医
研
卜
凸
面
ｒ
７
曲
喝
。
寺
ｂ

蕊
奮
篭
簿
掌
や
笈
司
皐
’
４
’
，
ｆ
》
§
〃
一
・
巌
鼻

宜
墹

陸一
・
此
『
撰
嘩

尋
．
‐
排
ｒ
緯
“

『
し
輯
琴
ロ
》
・
苛
練
己
や
盈
〆
苧
Ｌ

皇
品
ロ
ｂ

碑
母
，
『
釦
蜀
【
笥
再
白
《
型

。毒
？
墓
』
《
“
一
・
｜
乙
．
：
蛤
．
、
．
．
セ
ノ

刺

身
、
。
↑
韓
野
。
，
。
、
戸

匠
＄
含
‐
ぞ
．
ま
誇
一
『
，
ム
４
｜
望

、
錘
伊
酔
い
．
、
？
▽

艮
己
軸
凸
ｆ

Ｔ
－
ｈ
‐
弔

弔
０
部
Ｅ
Ｒ
、
ぃ
》
。
戸
冒
辱
言
惣
辱
・
。
唖

。
少
“

も

■

“
■
〃
ｂ

い

④
一
毎
口
▽
０
Ｆ

・
踊
昔
嘩
司
．
０

Ｆ
水
壇
■
■
四
２
Ｆ
芽

図
版
九
過
椛

117号墳全景（南より）

220号墳全餓(ifiより）



｜、謬一≦？ざ.．

鯵
図
版
一
○
過
椛

115汁砿全紫(ifi東より） 216>}蛾f)j((lliより）

ア
言~〃・

-亀讓
一一一

篭輔

~

119〃･峨分賊(北叫〔より）318>)-噛全蝦(Ifiより）



図
版
一
一

遺
物

5

７

11

8

9

10

12 13

8号墳出土土器



図
版
一
二

－

遺
物

26

23

、

ﾉ

27

一

24

28
＝

ハ

２5

｡

37

33

34
勺戸

do

10号墳出土土器



図
版
一
三

遺
物

41 8

2

rーへ

｡廷

49

50 Rコ
ツ』

11号墳11I土十器



図
版
一
四
遺
物

55

３

57

61

戸r－

DO

64

8

１
１
１戸↓.

q

66
ハブ

、ノ

12号墳出土土器



図
版
一
五
逆
物

＝二

苧一

74

71

1
一

蔀

い

20

2

21

2269

4号墳出十土器（1.2)，9号墳出土土器（20～22)，13号墳出十i二器(69)

17号墳出土土器(71),20号墳出土土器(74)



図
版
一
六
遺
物

0

ﾛ

1

。
l金環(1～4･6～8)･銀環(5･9～20):10号墳(2･3･12),11号墳(10･11･14･16),12号墳(5･9･19･20)

17号墳(1･6～8･13･15),19号墳(17･18)

』I云一ニテー垂一

一一
里

一
画
一〆

２

'f
1

.d
13

一
脚

‘

15

8

2鉄製品：8号墳(10),10号墳(16～19),11号墳(1～8･20),17号墳(9･11～15)



一い
嘩
戸
、

醍醐古墳群発掘調査概報

昭和60年度

昭和61年3月31日

京都市文化観光局

京都市左京区岡崎最勝寺町13京都会館内

財団法人京都市埋蔵文化財研究所

京都市上京区今出川大宮東入ル元伊佐町

TEL(075)415-0521

真陽社

発行日

発行

住所

編集

住所

印刷


